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	「米空軍戦闘機・千歳基地訓練移転」の中止を求める抗議打電行動について


※各地方本部のみに送付しますので、調整済みの各単組・総支部への送信をお願いします。
2012道本部総合政策局発第0484号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１２年８月２８日
各　地方本部・単組・総支部　執行委員長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自治労北海道本部
執行委員長　山　上　　潔
「米空軍戦闘機・千歳基地訓練移転」の中止を求める抗議打電行動について
　日頃のご健闘に心より敬意を表します。
さて、道本部発第0476号でお知らせしたとおり、北海道防衛局は８月２７日、「在日米軍再編に係る千歳基地訓練移転」を９月５日から７日に実施することを発表しました。
今回の訓練は、「タイプⅠ(【米軍戦闘機】1～5機、1～7日間)」で、米軍からは岩国基地所属のＦＡ１８戦闘機４機程度と隊員約２０人、千歳基地からはＦ１５戦闘機８機ほどが参加するとしています。
つきましては、防衛大臣に対する緊急抗議打電に取り組むよう要請します。
記
１．防衛大臣に対する抗議打電のとりくみ
(1)　要請先　　防衛大臣　森　本　　敏　様
(2)　住　所　　〒162－8801　東京都新宿区市谷本村町５－１　防衛省
(3)　ＦＡＸ　　０３－５２６９－３２７０
(4)　Eメール　　防衛省のサイト　http://www.mod.go.jp/
　　　　　　　　　　※　画面の右側下にある「ご意見」をクリック
→　■防衛省・自衛隊に対するご意見箱
(5)　要請内容
（例）9月5日から千歳基地で実施を予定している「米空軍戦闘機の訓練移転」に対し強く抗議します。沖縄嘉手納基地訓練の一部移転・分散は、沖縄の負担軽減とされていたにもかかわらず、嘉手納基地には国内外の米軍基地からの戦闘機飛来が増大し、訓練が強化されています。また、千歳基地移転訓練の強行により爆音・騒音などの被害がもたらされ、道民の不安は増大しています。ただちに「訓練移転」を中止するよう要請します。
(6)　取り組み期間　
　緊急のとりくみのため、遅くとも９月４日（火）までに行ってください。
　取り組みの報告を求めますので、別紙報告書により総合政策局（中村、玉井）まで送付してください。
以　上
「米空軍戦闘機・千歳基地訓練移転」の中止を求める
抗議打電行動報告書
道本部政治部(中村・玉井)行き
FAX　011-700-2053                             　　   報告日　９月４日(火)まで
　　地方本部名　　　　　単組・総支部名　　　　　　　　　　
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· 打電行動を行った場合は「○」を記入してください。
· 複数（青年部・女性部・評議会など）の打電行動を行った場合は、打電欄にその数、備考欄にその機関名を記入してください。
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